
　　 自の積石塚古墳文化
　古墳時代の後半期になると、王墓である大型の前方後円墳の築

造地域は下伊那地域へと移り、長野地域では築造されなくなってし

まいます。千曲川流域を中心とした「シナノのクニ」が南に拡大し、古

代「信濃国」の範囲が明らかになります。

　一方、前方後円墳が造られなくなった長野地域では、大室古墳群

（松代）に代表される積石塚古墳が築造され始めます。土を盛って造

られる一般的な古墳と異なる積石塚は、菅
すが

間
ま
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古墳（いずれも松代）と古墳時代後半期を通じて築

造され続け、千曲川右岸地域を中心に日本列島でも他に例をみない

独自の古墳文化を形成しました。

　この一連の動きは、馬
ば

事
じ

文化の導入に伴って新

たな交通路となる「ヤマのミチ」が整備されたこ

とと深くかかわり、人・物・情報の動きが刷
さっ

新
しん

され

た新しい「経済圏」の出現により「信濃国」の骨格

が形作られたことを雄
ゆう

弁
べん

に物語っています。

生時代「赤い土器のクニ」から
古墳時代「シナノのクニ」へ
　弥生時代に伝わった稲作は、篠ノ井（石川条里遺跡）や若穂(川

田条里遺跡）など現在まで続く水田の原風景を形づくり、「箱清水

式」と呼ばれる赤く塗った土器に象徴される独自の文化圏を出現さ

せました。共通する器の使用に加えて、鉄や銅のブレスレット、鹿角

製の柄を持つ短剣、丸い墓への単独埋葬など、一大「文化圏」を形

成し、「赤い土器のクニ」と呼ばれています。

　古墳時代になると水田を望む山の上に川
せん

柳
りゅう

将軍塚古墳(篠ノ井）

や土
ど

口
ぐち

将軍塚古墳（松代）、和田東山古墳群（若穂）などの大型前方

後円墳が築造され、一般民衆とはかけ離れた「王」が登場します。弥

生時代の「赤い土器のクニ」は、倭
やまと

王権とのつながりを背景に、「王」

が治めた「シナノのクニ」へと大きく形を変えていきます。
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独 ▲ エントランスゾーン

▲ 赤色は史跡指定範囲

この辺りが
「大室古墳群」
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▲ 大室 168 号墳

合掌形石室（大室 168 号墳）

▲ 大室 244 号墳

▲ 横穴式石室（大室 244 号墳）
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